日本混相流学会

２００５年度第５回理事会　議事録

日時：平成18年7月9日，13:00-17:00

場所：大阪大学中之島センター9F，会議室2

出席者（理事）：内藤正則(会長)、辻裕(筆頭副会長)、清水昭比古(副会長)、奈良林直(副会長)、土屋活美(情報部会長)、関眞佐子(企画部会長)、田中敏嗣(国際部会長、関西地区)、西田浩二(総務部会長、関東地区)、佐田富道雄(九州地区担当、OMF担当)、大成博文(中国・四国地区担当、リエゾン担当)、佐藤恵一(北陸・信越地区)、井口学(北海道地区)、内山知実(学生会、東海地区)、高橋弘(東北地区)

出席者（オブザーバー）：斉藤康弘(年会講演会総務)、大川富雄(総務部会副委員長)、近藤健一、和田富広(事務局)

議題と配付資料

0. 第4回理事会議事録の確認




[2005-5-1]  

1. 学会賞選考結果の報告、名誉会員候補者の報告


[2005-5-2]  

2. 会長選挙の結果





[2005-5-3]

3. 役員選出に関する内規について




[2005-5-4]  

4. 2006年度の評議委員と理事役員




[2005-5-5]  

5. 情報部会活動報告





[2005-5-6]  

6. 企画部会活動報告

・第1回マイクロ・ナノバブル技術シンポジウム


[2005-5-7]  

・混相流のグラフィックシミュレーションと可視化研究会

[2005-5-8]  

・混相流フォーラム関西研究会




[2005-5-9]  

7. 国際部会活動報告





[2005-5-10]

8. 学生会活動報告





[2005-5-11]

9. 年会講演会・混相流シンポジウム実行委員会報告


[2005-5-12]

10. 2005年度収支決算、2006年度予算について


[2005-5-13]

11. 総会資料について





[別資料]   

12. 総会、表彰式マニュアル




[2005-5-14]

13. 論文精選集の論文賞推薦手順について



[2005-5-15]
14. 年会講演会2007について




[別資料]
15. 学会パンフレット





[2005-5-16]

16. 入退会者






[別資料]    

議　　事

0. 第４回理事会議事録の確認

　西田浩二 (総務部会長)より、前回理事会の議事録案が提示され、コメント等あれば後日総務部会長まで連絡することとなった。
1. 学会賞選考結果、名誉会員候補者決定の報告
　平成17年度学会賞受賞候補者のリストが表彰規定とともに示された。辻裕（筆頭副会長）より、選考理由と選考過程の説明がなされた。また、名誉会員候補者が内規とともに示された。候補者の受賞資格等を確認した後、学会賞受賞候補者を提案の通り承認し、名誉会員候補者についても提案の通り総会に諮ることとした。
2. 会長選挙の結果
　内藤正則（会長）より、評議員の互選による次期会長選挙の結果が示された。

3. 役員選出に関する内規について

　西田浩二（総務部会長）より、学会役員の任期の開始および終了時期を明確化するため、「会長、役員の任期は、定時総会で副会長、理事が承認されてから次年度の定時総会まで」とする内規の改定案が示され、原案の通り承認された。
4. 2006年度評議員および理事役員

　辻裕（筆頭副会長）より、2006年度評議員および理事役員(案)が示された。在職期間等を確認し調整を行うこととした。

5. 情報部会活動報告

土屋活美(情報部会長)より、論文投稿の状況、学会誌6月号の目次、9月号、12月号の編集状況が報告された。また、今年度のインターネット運営委員会および混相流ハンドブック出版委員会の活動状況が報告された。

4月1日に発行された論文精選集の反省事項が示され、次年度以降、以下の項目を引続き検討する必要があることを確認した。

 (1)精選集発行をスムーズに行うため、原稿提出締め切り日時の前倒し、
通常号との同時発送継続の適否について検討する。
(2)IF等との関連も考慮しつつ精選論文集の名称についても検討する。
(3)J-STAGEへの対応は優先順位を上げて対応する。

6. 企画部会活動報告

大成博文(リエゾン担当)より、第1回マイクロ・ナノバブル技術シンポジウムのプログラムと準備状況が報告された。
関眞佐子(企画部会長)より、混相流のグラフィックシミュレーション、可視化研究会の活動報告(第63-66回)と決算報告、混相流フォーラム関西研究会、東北混相流研究会の活動報告がなされた。

7. 国際部会活動報告

　田中敏嗣(国際部会長)より、ICeM News Letterの発行状況、混相流実験データベースの公開状況、ICMF、日欧二相流専門家会議、ISMTMF、二相流実験モデリングシンポジウムの準備状況が報告された。毎回共催、協賛している事業については、総務部会にてリストを作成し、理事会で回覧することとした。

8. 学生会活動報告

内山知実(学生会)より、2006年度学生会夏季セミナー準備状況が報告された。2006年度学生優秀講演賞選考方法が報告された。採点、選考方法について確認した。

9. 年会講演会・混相流シンポジウム実行委員会報告

佐藤恵一(年会講演会・混相流シンポジウム実行委員長)より、年会講演会、混相流シンポジウムの準備概況が報告された。また、総会等主要行事日程、プログラム、事前参加登録者数の報告がなされた。
論文精選集について、投稿資格と選定方法が示された。論文精選集出版に際しての編集作業の負担を低減するため、なるべく早い時期に著者に原稿テンプレートを配布することとした。論文選定小委員会、論文審査委員会、編集委員会の仕分けについて議論した。また、講演会参加者数および会員数増強策について議論し、会場にて積極的に入会勧誘をすることとした。
10. 2005年度収支決算、2006年度予算について

　西田浩二（総務部会長）より、2005年度の収支決算状況、2006年度予算案の内容説明が行われた。収支決算書および予算案は最終版ではないため、メール審議することとなった。
11. 総会資料について
　西田浩二（総務部会長）より、総会資料の紹介があった。内容についてはメール審議することとなった。

12. 総会、表彰式マニュアル

西田浩二（総務部会長）より、総会、表彰式マニュアルの紹介があった。内容については、関係者で確認することとした。

13. 論文精選集の論文賞推薦手順について

　西田浩二（総務部会長）より、論文精選集の論文賞推薦の手続き上の問題点について説明があった。精選論文集の著者には、論文審査委員会より推薦書作成依頼を出すことになった。
14. 年会講演会2007について
　井口学(北海道地区担当)より、年会講演会2007を6月22日～24日の３日間、札幌コンベンションセンターで実施したいとの提案があり、承認された。

15. 学会パンフレット

　西田浩二（総務部会長）より、学会パンフレット案の説明があった。次回年会講演会にて配布するため準備を進めることとなった。
16.入退会者

　事務局より入退会者のリストが示され、承認した。

以上

作成者：総務部会長　西田浩二
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